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今月のトピックス 

つしま学び講座 

 戦時下の津島 

 日 時 １月１５日（日） 

     午前１０時（受付：９時４５分） 

場 所 図書館２階 大集会室 

 講 師 園田俊介（図書館副館長） 

＊事前申込不要・無料 

 昨年から収集している、写真・地元新聞・１６

ミリフィルムの中には、少数ながら戦時下の津島

を撮影した貴重な記録があります。 

 今回、昭和１２～２０年の記録を紹介しなが

ら、当時の津島について解説します。 

がんばれ、ドラゴンズ！ 
2012 年の干支は辰。辰年の今年こそ、目指せ日本一！ 

●『'８２中日ドラゴンズ優勝 感動の激闘譜』 中日新聞本社/編 中日新聞本社 783 チ 

●『なんと言われようとオレ流さ』・『采配』 落合博満/著 

●『落合博満 変人の研究』 ねじめ正一/著 新潮社 783.7 ネ 

●『昇竜魂 ドラゴンズ７０ｔｈメモリアルソングス』・『中日ドラゴンズ  炎の応援歌』 

 『燃えよドラゴンズ！ ’９９ 優勝記念盤』 （ＣＤ） 

年末年始の休館 
１２月２９日（木）～１月３日（火）は、

年末年始のため全館休館いたします。 

返却は、本館返却ポストもしくは津島駅構

内案内所の返却ポストまでお願いします。 

※ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオは破損の恐れがありま

すので、ポストへの投函はご遠慮ください。 

パネル展示 

 １００年前のお店マーク展 
            （２月上旬まで） 

今から約１００年前、津島の小学校で地元商店の

商標（商品に貼ってある、お店のマーク）を集め

る宿題が出されました。 

当時は単なる社会科の宿題だったかもしれませ

んが、現在では大正時代の津島をうかがい知る、

貴重な資料になっています。 

色鮮やかでデザインも奇抜なこれらの商標が、展

示ケースをカラフルに彩ります。どうぞご覧くだ

さい。 

あなたの本を、被災地へ送りませんか？ 

図書館では、東日本大震災で被災した図書館

を支援するため、皆様からの献本を募集して

います（１月末まで）。 

詳しくは、ホームページ・館内ポスター・配

布中のチラシをご覧ください。 



 
新 着 図 書 

『ハロワ！』 久保寺健彦／著 集英社 913.6/ク 

 

 
ベストリーダー 

 先月の利用の多かった本をご紹介します 

 

図書館のホームページをご利用ください 

本の検索や、行事などの予定、図書館員のコラム（「図書館だより」）など、ほぼ毎日更新しています。 

検索メニューが豊富になり、より便利になりました！ キーワードは「津島市立図書館」。 

http://www.justmystage.com/home/toshokan/ 

休館日 

 １日（日）～３日（火） 

 （年末年始；12/29 より） 

 ２４日（火）（毎月第４火曜日） 

津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

『これでわかる海部の歴史』黒田剛司/著 

『猫は忘れない』東直己/著 

『落語一日一話』野口卓/著 

『アクアリウムにようこそ』木宮条太郎/著 

『時代小説「熱烈」読書ガイド』加来耕三/編著 

『女子栄養大学のカフェテリア』小笠原章子/著 

『京都自転車散歩』多賀一雄/著 

『よろずのことに気をつけよ』川瀬七緒/著 

『絵をかいていちんち』まどみちお/著 

『やっぱり宮部みゆきの怪談が大好き！』宮部みゆき/責任編集 

← 海部・津島地域の歴史と文化を纏めた１冊。 

← ２作目が映画化された「ススキノ探偵」シリーズ最新作。 

← ３６６日、関係の深い落語で味わう落語歳時記。 

← 新米イルカ飼育員の、青春お仕事小説。 

← 歴史家の著者による、時代小説入門ガイド。 

← 美味しく食べて、健康＆キレイに♪  

← 自転車で巡る古都の旅。 

← 呪術研究専門の学者が、殺人事件の真相に迫る乱歩賞受賞作。 

← １００歳を迎えたまどさんの自選画集。 

← 宮部みゆきが案内する怪談ワールド。 

 公共職業安定所、通称ハローワークに嘱託で働き始めた沢田

信。大学卒業後、空白期間を経て２つの職場を経験したのち、自

身も求職者として訪れたハロワで、今の上司にスカウトされたの

だ。 

 器用に件数をこなせず、真面目に不器用に求職者と向き合う信

を指名する、癖のあるリピーターたちと、相談員としてカウンタ

ーに立ちながら、少しずつ成長していく信の、仕事のためのお仕

事小説。 


